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波長 (À) が防波堤と沿岸地帯聞の距離 (2d) に比して小になる程，遮へい水域内の、波高は減少し， 2d/ﾀ 
=0.15--0.5 の程度の波長であれば遮へい水域全体にわたって防波堤効果が現われる乙とを示した。次に






みなして，水域の1' 1 巾振動の周期と振巾分布を求め， j界， 神戸での異JI-l~~ i~:~月位がセイシュ運動によるもので
あることをたしかめた白






の波を正弦波形の式で求めるとおよそ 1 'J日 --2 割以内の誤差が生じることがわかった。次に， 上述の断面i
変化部分での二次波の発生が拡巾部分への流入， 抗出 ω状汎によってどωような挙動を示すものか;検討を
試み，あわせて拡巾部分での出口を閉じた閉水域内での擾乱波についても二号察を加えている口
知 3 章では，まず最初に防波堤を設置しない中.純なく形状の湾入部に対して考ーえるととにし， 入射股が
正弘波形と一般波形の場合について湾入部水域内の水而擾乱を解く方法を示し， また湾口からの散逸波の
~~.:性にも子を加えている。次に IW波堤を設置した1M合のおう;;1<域内のむ.IL:J!}j を IYJ らかにするための子設を紹介
し，これら問題点に言及している。
第 4 章では，防波堤の長周期波に対する効果に関して基礎的考察を加え， との種の問題の解答を見出す
意味で中.純な境界を有する一つのモデノレ水域について考察を加えてみたり
との計算を進めるにあたって Schwinger の解法を適用し特別な境界を有する回折問題を Wiener-Hopf
型積分方程式として式化し，非周期的な入射波に対する厳密解を得ることができた。
第 5 章では，大防波堤の長周期波に対する効果に的する実験例として， 現在計阿されている大阪湾大防
波堤を採り，遮へい水域水面の捜乱問題について詳細な検討をおこなっている。
論文の審査結果の要旨






























高の1. 6 倍程度にまで増幅はされるが先の場合に較べより単純な擾乱状態がみられると結論している口 さ
らに実験によると急拡部水域に上流側入口しかない場合と， 入口と下流側出口がある場合とでは水域振動
の減衰係数は前者が後者の約半分程度であるという注目すべき実験結果をえている。




ている。つぎに第 2 節では湾口に防波堤を設けた切合について考察する。 防波堤はもちろん外海の波動を
遮断して港域を静穏化するためのものであるが， 一方防波堤で人為的に湾円を狭窄するときはそとからの
港域内振動のエネルギーの逸散を阻害し振動系が確定するため条件によっては港内放高がむしろ増大する
乙とがありうる。これを Harbor paradox と称し近頃ようやく注目を集めつつある港湾工学上の新しい課
題である。著者はこのことに関し最近発表された Méhauté の理論， すなわち複雑な港域平田をいくつか
の不連続而の結合とみなし，波動を複素数表示で与えるといった解析法を紹介し， とくに深く湾入して湾
軸方向の一次元問題として扱えるような場合は湾域の奥行長さと入射波長の比がある限界値に達すると共
振状態が起る可能性があり，この乙とから量的に Harabor paradox の限界を定めている。 なお不規則な
連続波がこのような水域に入射するときの共振周波数を求める Munk の方法も整理紹介し， 最後にこの
ような港域擾乱波を速やかに減衰せしめるための工学的方法について見解をのベ， 考えうる方法としてJ
港内水際線に波動エネルギーの吸収帯，たとえばジグザグ壁等の設置が適当であろうとしている。




方程式からこの場合の基木式として Helmholtz の式がえられる。 この基本式を海岸線と防波堤而での境
界条件の元で解を求める。著者の計算した境界値問題はすでに A. E. Heins がその官-響回折理論で解を
えているが，高潮・津波のように非常に波長が長いゴ1::周期の波の場合はそのための若干の修正計算が必要
であり，ここでも前と同じく対象とする長波を正弦素波の集合とみなし， Heine の方法で求められる各系
波の擾乱量を Fourier 積分で集めて全擾乱波動とする jJ法を採る。遮へい域， 外海等の各i~f.或 lと分割し
おのおのについて上の手続きによる解析を行った後， 数値計算例として平均水深 10m の水域に対岸距離
3km の平行離岸堤を設置しこれに波高1. 0 m，波長6km-30km の長波を入射角00 _900の範囲で入射せ
しめた場合について詳細な数値計算を行っている。それによれば入射波の波長 A が対岸距離 2d にくら





















つぎに 3 仰では扶型を製作し， かつえられた成果を実物に換算する l擦の規準となるべき相似品Ijについて
のベ，このJt}合は重力波の特性l乙着目して Froude の相似員Ijを用い，水平・鉛直の縮尺をおのおの 3 ， 000
分の l と， 100分の 1 としその結果，模型規模は幅 10m，長さ 30m の扇形実験水槽とし海底地形，水際










がむしろ増大するのは第 3 章で述べた Harbor paradox の顕著な一例であってこの場合，沿岸各点での同
時潮位記録を検討して見ると，港域両端で腹となるかなり明瞭な単節セイシュが確認され， このセイシュ
によってパラドックスがもたらされるとしている。
それで第 7 節では港域形状を妥当な単純J~ (半円形)と仮定し， 水深に関しては実測平均値を用いその
固有振動周期の解析計算を行ない， 計算周期の40分が模型実験での観測振動周期とほぼ一致することを認
め，よって防波堤内擾乱要素の大部分がセイシュによる寄与であることを明らかにした。
以上のように，従来その解明がほとんどなされていなかった長周期波に対する防波堤の遮へい効果につ
いて総合的に研究を進め，基本的なモデル水域について詳細な波高分布曲線の解析と計算を行なって量的
に防波堤効果を解明し，複雑な港域形状についても計算の一般式を導いてその見通しを確立し， さらにそ
れ等の成果を大規模な水理模型実験に応用して的確な判断を下し， 進捗しつつある大防波堤計画に有益な
貢献をなしている。よってこの論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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